
○避難道の整備

ワークショップ等で提案された内容を精査し、
約２５０箇所の避難道を整備する方針とした。
平成27年度末で約７５％の整備が完了。

避難空間の整備
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○津波避難タワーの整備

避難困難区域である町内６地区で津波避難
タワーの建設を計画。
うち５地区については平成25年度までに
整備済みとなっており、残り１地区についても
H28年度完成予定。

2

万行地区津波避難タワー



3

○その他の整備

避難道・避難場所の整備に合わせて、
様々な関連施設の整備を実施。

・防災倉庫 ・夜間照明 ・避難誘導標識



完成した避難場所から自主防災組織や学校の避難訓練で活用
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